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土地家屋調査士倫理綱領

１、 使命

　　不動産に係る権利の明確化を期し、 

　　　　　　　　国民の信頼に応える。 

２、 公正

　　品位を保持し、 

　　　公正な立場で誠実に業務を行う。 

３、 研鑽

　　専門分野の知識と技術の向上を図る。 

豊崎美らＳＵＮビーチ

　豊見城市に2010年５月にオープンした豊崎海浜公園内にある全長約700mの県内最大級の人工

ビーチです。

　那覇空港の南側に位置し、北風の吹く日には南から北へ空港に着陸する飛行機をビーチ内か

ら間近に見ることができます。また夕方の時間帯には那覇着の飛行機が多数あり、今回は美し

いビーチと着陸態勢の飛行機のコラボ写真を撮影してみました。

　裏面写真の奥に見える島は、瀬長島です。最近温泉つきのホテルもオープンし、「空の駅」

が島内にあるとおり、飛行機の離発着を更に近く見ることが出来ます。
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　沖縄県土地家屋調査士会会員の皆様、常

日頃から会の業務にご協力とご支援をいた

だき感謝申し上げます。おかげ様で無事会

務を執行できております。

　さて、日本全体においては不動産を取り

巻く景気は下降気味に推移していました

が、ここにきて政権交代が起こり、アベノ

ミックス効果なのか、消費税の上がる前の

駆け込み需要なのか、住宅・不動産を取り

巻く状況が改善してきていることは事実で

あります。おかげで、県内の住宅着工数も

増えており、技術者の不足と建築材料の値

上がりで工事費も上がり期間も遅れている

ようです。そのまま景気が良くなることを

期待したいものです。

　ただ長い目で見ていくと、日本の人口は

減少に転じており、今まで経験したことの

ない社会の変化が起こるといわれていま

す。新築住宅も年々減少していき、土地の

分譲もそれにつれて減少していきます、も

ちろん分筆業務も減少していくでしょう。

このような中、土地家屋調査士は業務が減

少して苦しいにもかかわらず、報酬額を下

げる傾向にあるようですが、このままにし

ていいのでしょうか。

　業務が減少すると会員同士が疑心暗鬼に

なるようですが、ここは踏みとどまって、

支部を中心に団結し報酬額について話し合

いをすべきだと考えます。支部役員の支部

会員をまとめる努力に期待したいと思いま

す。もちろん本会業務部でも報酬について

の研修に力を入れたいと思います。

　話は変わりますが、日調連で推進してい

る業務情報公開システムの説明会が長崎で

あり、児玉業務部長は近い将来にはGNSS
測量に使える衛星が今の３倍ぐらいに増

え、日本の準天頂衛星も2010年代後半まで

には４機体制を目標としているので、基準

点測量の概念が必要なくなるかもしれない

と話されていました。小野研究室長は準天

頂衛星の運用により受信機に直接電子基準

点との補正情報が送られるので、ジェノバ

の配信サービスが不要になるかもしれない

と話されていました。

　科学技術の進歩により４等三角点に登る

機会も少なくなりましたが、私たちの日々

利用している国土調査の地籍図の基本は４

等三角点及び図根点にあります。どんなに

測量技術が進歩しても、現況に筆界の痕跡

の無い現場における筆界の復元は土地家屋

調査士の得意とするところであります。各

土地家屋調査士において復元の仕方がまち

まちでは県民に迷惑をかけます。誤差の範

囲ですよと簡単に言うだけでなく、県民の

理解できる言葉に置き換えて説明すること

も必要でしょう、下手な説明をすると誤差

の範囲内で自分に有利になるように寄せて

くれませんかという人も出てきます。

　口下手だから技術の世界に来たという会

員もいますが、今の時代は専門職であって

も素人にわかりやすい言葉で丁寧に説明す

ることが求められています。全会員が筆界

に関する理解とわかりやすい説明をするこ

とが、土地家屋調査士の知名度を上げるこ

とにつながります。

　今年の全国一斉不動産表示登記無料相談

会も７月31日の「土地家屋調査士の日」に

行うことが決まっています、全員で協力し

て土地家屋調査士の知名度を上げましょう。

　最後になりましたが、会員各位に対し、

今後も会務の執行にご協力賜わりますよう

お願い申し上げて、ご挨拶とさせていただ

きます。

沖縄県土地家屋調査士会　会　長　宮　城　朝　光

会　長　挨　拶
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はじめに

　終戦後の時代は、移り変わり産業活動の

活発化に伴い、琉球政府の土地の地籍調査

は実施されました。琉球政府法務局登記所

に地籍図は提出されて、地図作りの成果の

認証を得て、法務局に法14条地図として備

えられた地区と不認証ということで終戦直

後に作成の小字集成図に後戻り、法務局に

は地図に準ずる図面として備えられている

地区もある。その接合箇所で先行認証され

て備えられている地図に対して、地図に準

ずる図面が備えられている隣接土地所有者

から異議申し立てがあって、関係する土地

の筆界未定地として扱われて、地図の写、

地番の位置等の諸証明書が発行できず、地

図からまったく消滅した状態となり、自治

体も調査困難で未課税は長期に及ぶ状態で

ある。

　当該土地を通って奥地に存する土地所有

者は、無理にも筆界未定土地所有者と相談

して一部を譲ってもらい道路を建設し、分

筆、地目変更登記を土地家屋調査士に依頼、

業務は一向に進展せず、トラブルは解消さ

れなかった事案である。

１　分筆・地目変更登記業務の依頼の経緯

　平成16年、道路建設した関係代表者は事

務所を訪ねてきて、ある土地家屋調査に依

頼した登記業務がトラブルに巻き込まれて

いる。業務を引き継ぎ登記手続きを引き受

けてほしい旨の申し出である。

　急ぐ理由を聴くと、彼は医者から癌を宣

告されて余命は長くない、子供達にトラブ

ルを負したくない、ぜひ引き受けてほしい

と強い要望である。

　ところが先に依頼された土地家屋調査士

は依頼者の事情を知らず、依頼先の変更を

知り、当事務所にＴＥＬしてきて、登記手

続き業務には手出しは許さないと止められ

ました。

　平成20年、奥地の別の土地所有者からＴ

ＥＬがあって業務の進展状況を聴いてきた

ので業務はストップしていますと答えた、

すると代表者の子供から関係者を集めて説

明会を開催するから、これまでの状況報告

を求めてきたのである。直後、子供の１人

が事務所を訪ねてきて、当初依頼した土地

家屋調査士も病弱となり入院を繰り返し

て、筆界未定地に係る業務を補助者の説明

では受け付けない、仕事が進まない状況で

すから地域事情を知っていると思うので引

き受けてほしいというお話である。

　このことを受けて、当該地区の権利関係

を調査するために要約書、地図、地積測量

図等の証明書等の書類を収集して、一応業

務を開始し道づくりに着手したのである。

那覇支部 宜　保　光　明
沖縄県土地家屋調査士会

続・私の道づくり
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２　筆界杭の紛失とトラブルの主要因

　那覇市側の土地所有者を訪ねて、トラブ

ルの事情を聴いた。地積測量図を親の時代

に作成されていると提示しても話を受け付

けない、県道の幅員拡張時に県が無理やり

作成したのを押し付けたという。

　地図に準ずる図面もこれに従い加工され

ているので、当初作成された小字集成図の

直線になっている地図しか信用しないとい

うことがわかり諸々の資料を収集し始めか

ら理解させることが必要と思った。

　つまりトラブルの内容を要約すると主に

次のとおりである。

　地図に準ずる図面の、終戦直後に作成

された直線の境界線に対して、図面の引

き出し加工図では曲線となったのが不満

である。

　隣接する里道は、幅員が増幅されてい

る。

　最近の隣接する地積測量図の作成時に

親戚のよしみで、充分理解することもな

く仮印ならばと挿印を無理に要求された

感じがする。

　自分の家族にも断りなく奥地所有者は

重機を使用し、土地の境界付近の地形も

崩され乱されている。

　以上、他にも、感情・隣近所の都合等が

ありますが、トラブルはこれらに主に要約

されるとわかった。

３　筆界未定地解消への取り組み

　平成22年６月、今度は那覇市側の土地所

有者は事務所を訪ねてきた。業務の遂行を

当事者としても解決していきたいというこ

とである。

　業務は受委託のみ契約で本格的に取り組

むことは出来ないと説明すると早く再会し

てもらいたいといい、再会を約束、見積書、

受委託書を作成し契約締結をして後日現場

に入ると伝えて、県の土地対策課所有の昭

和43年作成の地籍図を求めたが断りがあっ

たので県総務課より情報公開申請書用紙を

取得して地域関係者の承諾を取り付け、情

報公開条例に基づき地図資料収集をはじ

め、毎日のように沖縄県公文書館所有の小

字集成図、一筆限調書、米軍撮影の写真、

米軍作成地形図等を収集、また、日本地図

センターの昭和52年、最近の空中写真と地

形図も収集しそれら資料を部分的に拡大す

るよう取り組んだ。市役所からは課税関係

資料と現況空中写真もとって説明資料をい

ろいろな角度から聞かれても困らないよう

にして、関係者土地所有者の自宅テーブル

に広げて、境界ごとに説明し詳細に境界杭

の位置を探っていった。木々伐採の了解も

得て作業を再開したのである。

　地積測量図、隣接境界立会い証明書を作

成し、市役所とも調整して筆界未定地の土

地所有者に隣接関係土地所有者に依頼する

ため記名、挿印を求めた段階になって、「親

が枕元にでてきて挿印するな』といってい

る、全員が記名、捺印してからにしてほし

い、と保留されて業務は再ストップした。

さらに理由を詳細に聞くと、隣接地境界線

が直になっていない、里道の幅がまだ大き

すぎる等がいわれた。私から筆界（法定境

界）と境界の違いを説明し後で資料をコ

ピーして渡し、今のところ地積測量図が親

の時代に作成されていて筆界が決まってい

る、隣接する相手側の土地所有権の一部を

自分の土地だと主張し相手側が承諾するな

らば分筆、所有権移転と二段階の登記手続
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きを要します。相手側とは十分話し合って

理解を得ることになります。また里道は地

域をよく熟知している者の証言書も示して

今後とも業務を続けていこうと約束し、冷

却期間をおき一定期間毎にＴＥＬ連絡を取

り合うようにして意思を確認していった。

４　筆界未定地解消の進展

　平成24年１月になって、庭には桜の花が

咲き、寒波も弱まり、晴天日を選び自宅訪

問を実施した。彼は連絡しに来る頃と思っ

たと笑顔を見せた。自分も今までのもやも

やは消え気分もよくなった。「決意しまし

たですか」とたずねると、少しは不安があ

る、隣接土地所有者との関係を考えると

すっきりしない、不満は残るという。私か

ら子供達ともこの件で話し合っていますか

自分のことですからという。続けて土地は

持っていくことは出来ませんよ、子供にト

ラブルまで引継ぎ、苦労を負わせるのでは

ないですか、解決しようと気運があるとき

に一気に進めたほうがいいと思う、その気

持ちは持ち得ないですかと強い口調で念を

押した、するとこれまで誰もこんなことは

言わないといい気持ちが晴れたらしく、子

供は仕事で土曜日しか帰宅しない， TELし

て調整する約束をした。後日連絡があり、

資料、関係書類も持参してきてはじめから

説明をしてくれとなり、土曜日の朝から午

後にかけて食事抜きで方言と共通語の両方

でやさしく説明した。

　その結果、親は子供の顔色を伺いながら

関係書績を確認し記名。捺印をして最後に

立合い証明書にも捺印したが印鑑証明書は

保留するといった。

　私から印鑑征明書は官有地等との境界確

認申請書に添付しなければ書類が整わない

ので手続きをするので証明書を取り寄せて

くださいと要求した。

　後日、これの書類も備えて表示登記の申

請業務をすることとなった。

最後に

　土地家屋調査土は不動産業に係わり公共

性を有し、専門職として国家資格が与えら

れているが分筆、筆界未定地の解消登記業

務等は官民境界、民民境界とも土地境界確

認を立会証明書で求められて重要な職責を

負わされて、一部にはほめ殺しもある。し

かも自治体では一番果実を得ているが、本

県では、これまで土地関係業務は県でまと

めて扱っていることから責任感が弱いと

思っている。今回の業務に当たっても他人

事であるので問題解決に長期に及ぶことと

なった、それら課題解決に土地家屋調査士

は、チームワークを強化、地域ごとの研修

会、交流会、情報交換会などを立ち上げ、

自治体とも交渉し業務のパックアップを願

い、土地行政の遅れた部分へ積極的な登用

を図っていただく等業務の拡大に努めなけ

ればいけないと同時に業務遂行にも障害を

取り除くことも考慮する必要がある。その

為には今回の道づくりにおいても仲間から

登記基準点の貴重な資料の提供、いろいろ

な情報、又はアドバイス等ご協力があった

ことで成し得た事であり感謝申し上げま

す。

　今後とも道づくりを通して住みよい地域

づくり、産業活動の活性化等に少しでも貢

献できればと思います。今後ともよろしく

お願いします。
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　今年の干支は己。私の干支であります。

ということは、私はnaka49だから、くく

んとぅ 50 ？

　縁があって土地家屋調査士の仕事をして

います。

　長兄が昭和61年頃？司法書士の試験に合

格しました。土地家屋調査士資格と同時開

業を夢みて勉強していたはずですが「お前

調査士にならないか」「私は算数はダメだ

から・・・」と悪魔の囁きをしてくれまし

た（私を発奮させるためと後年にわかった）

　その気になった豚、いや私は当時、畜産

農家をしていました。

　サトウキビ100t、かぼちゃ 10t、繁殖牛

15頭の複合経営農家でした。

　昭和63年に通信教育で測量士補をクリ

アー、うん、うまくいけば３年で土地家屋

調査士もいけるだろう、兄が言うとおりだ

と左うちわの世界が私を待っている・・・

と舞い上がった豚は、取らぬたぬきの皮算

用をする始末・・・

　２年目から本格的に勉強をしました。離

島に住んでいるが故、緊張感がなかったの

で、受験予備校で気のあった仲間に声をか

けてゼミを開設しました。

　仲間は優秀でぼんぼん合格しました。

私はというと・・・いつもチョンボをして

いました。

　高校生になった息子曰く「おとうさんは

合格しないはず、受験生を楽しんでいる。」

合格したのが平成８年。苦節９年？（いや、

ふだん通り酒も十分に飲んでいたし、仕事

（農業）もしながらだから、苦節じゃない

な。）

　平成９年の３月に即、登録申請をしまし

た。実務経験は正味３ヶ月しかありません。

ですが、私の勉強仲間であり師匠であった

故仲里先生の奨めがあり、無謀にも開業に

踏み切りました。

　先生の口癖は「悩んだら、原点に帰れ。

現場の再測をすることに躊躇するな」でし

た。私はいまでも肝に銘じています。

　試験合格をし、開業にこぎつけたらバラ

色の人生が待っていたはずでした・・・

開業をして、即、悩みはじめました。（調

査士になるんじゃなかった・・・）と。

　ズボラで能天気と言われている私が毎

日、胃の痛みに悩まされる。

　人の財産を扱う仕事の重大さを思い知り

ました。

　日々、勉強しないといけない。

　開業して２～３年してから某掲示板の存

在を知りました。

　受験生の悩み、特に地方在住の受験生の

疑問等は我が身のように感じました。

「いつか来た道」です。

　受験生に回答するようになって、自分の

知識がいい加減であることに気がつきまし

北部支部 名　嘉　治　男
沖縄県土地家屋調査士会

生年（トゥシビ）に思う事
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た。

　回答の根拠を示さなければ意味がない。

私はまた受験生に戻りました。

　謙遜だとは思いますが、「合格後、何年

も経ったからわからない」と言う方がいま

す。

　おかしいと思いませんか？

　私達は現役の土地家屋調査士です。試験

合格後、何年も実務をして飯のタネとして

いるプロです。マイナーにもなりきれてい

ない受験生ほどの知識もないようではメ

ジャーとは言えません。

（自分がメジャーかどうかは別にしてその

つもりでいます。）

　沖縄会には不老不死の薬を飲んでいるの

では？と思われるほど元気な方が多数現役

でがんばっています。その知識は半端では

ありません。

　私は同級生と約束しました。100まで生

きて皆を見届けると。

　ただ無意味に長命しても意味がない。

「日々、研鑽」「やよ、励めよ」

　私のモットーは「生涯現役」に決めまし

た。
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　今の世の中は不可知ではないのにせよ、

不可解な出来事が多過ぎる。日米の沖縄基

地に対する行方についても不可知とはいえ

不可解な出来事ばかりである。基地のない

豊かで平和な島を実現するために挑み続け

る沖縄の人達は半世紀以上も惑い続けてい

る。

　第二次世界大戦で20万人の犠牲者を出

し、国内唯一の地上戦から68年、日本に返

還してから41年という時が過ぎた。

　だが沖縄はいまだに本当の意昧での本土

復帰を果たしていない。今なお、日本国内

にある米軍基地の面積の約75％は沖縄に存

在する、その中で嘉手納飛行場は東洋最大

の米軍基地である。米軍嘉手納基地を離着

陸する戦闘機や輸送機などの爆音に悩まさ

れ続けている基地周辺住民は生活を守るた

めに基地反対運動も繰り返し行われてい

る。安眠を妨害する未明離陸が生活に与え

る影響は大きい。

　沖縄の太鼓踊りの夏の風物詩として、エ

イサー祭り大会がある、有名なエイサーの

ひとつに嘉手納町千原エイサーがある。随

所に空手の形を取り入れた男性だけの独特

な演舞である。千原という村落は1800年ご

ろに、那覇や久米、首里から移住して集落

を形成し発展した村落である。だが、その

古里（村落）は嘉手納基地に接収され、そ

の面影すらない、千原村落の記憶は老人た

ちの思いの中にしか存在しません。それで

も先人が残した千原エイサーを千原保存会

が伝承し、町の無形民俗文化財にも指定さ

れています。誇りや、伝統や、自信や、古

里を失った悲しみや、その様な思いをかき

たてながら、老人も壮年も若者も、そして

子供たちですら、夏が来るとエイサーを踊

るのです。

那覇支部 松　川　清　康
沖縄県土地家屋調査士会

米軍基地と工イサー
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有志一同から琉球漆器の記念品

発起人代表挨拶の下地裕之副会長

司会の糸数厚広報部長

上原世子さんから花束の贈呈

祝辞を述べる名嘉文芳名誉会長

又吉豊副会長の開宴のあいさつ

　宮城朝光会長が第69回日本土地家屋調査士会連合会定時総会において、多年にわたりよく業務に精励し

て法務行政の運営に寄与された功績により、法務大臣表彰を受賞されました。

　昨年の金城榮秀名誉会長に続く２年連続の法務大臣表彰受賞を祝して、平成24年９月７日（金）那覇市

古島のマリエールオークパインにて多数の会員の出席のもと盛大な祝賀会が開催されました。

　祝賀会は糸数厚広報部長の司会進行のもと又吉豊副会長の開宴のあいさつ、下地裕之副会長の発起人代

表のあいさつの後、名嘉文芳名誉会長の祝辞があり、発起人代表からの記念品（琉球漆器）の贈呈、事務

局の上原世子さんからの花束贈呈に続いて、受賞者の宮城朝光会長より謝辞が述べられ、顧問の松川清康

先生の発声をもとに高らかに乾杯の音頭を捧げ、会食や歓談をしながら和やかな雰囲気で宴は進められ、

宴中には宮城会長と親交のある会員からのスピーチ、飛び入りスピーチやサプライズの余興がおこなわれ、

各テーブルでは記念写真を撮りながらの賑やかな祝賀会となりました。

平成24年９月７日(金）マリエールオークパイン那覇

宮城朝光会長の法務大臣表彰受賞記念祝賀会
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仲宗根善浩先生のスピーチ

佐久川紀安先生のスピーチ

サプライズの余興で三線と歌と踊りを披露していただいた仲井間慎也北部支部長と中部支部の花城康喜先生

宮古支部の砂川達也先生による飛入りスピーチで北部支部の玉城義克先生、山里修先生、松本武寿先生、
中部支部の福原義隆先生、宮古支部の下地和博先生を巻き込んで歌と踊りを披露し会場を賑せていただきました。

喜屋武照玄先生のスピーチ

事務局の飛入りスピーチ
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謝　辞

　この度は私が法務大臣表彰を受賞しこのよ
うな盛大な祝賀会を設けていただき、またた
くさんの方から祝辞を頂きましたことを心か
ら御礼申し上げます。
　この賞は業務に精励し法務行政に寄与した
としていただいたわけですが、私一人で法務
行政に寄与したわけではなく、沖縄県土地家
屋調査士会執行部役員の代表として受賞した
ものと認識しております。
　いままで一緒に働いてきた役員の皆様、本
日の祝賀会のため準備にかかわった勇志の皆
さんに感謝申し上げます。
　表彰状を頂いて那覇地方法務局長に御礼の
挨拶にいきましたが、那覇地方法務長より「法
務局に局長として勤めても法務大臣表彰はほ
とんどの人はもらえない。これはもらってう
らやましいです。」のことばを聞いた時、大
きな賞である事を思いました。　
　本日は、法務行政のためにみんなで一緒に
やってきたことへの表彰という事で、本当に
ありがとうございました。今後ますます健康
に留意して調査士会の発展の為、法務行政の
為にも頑張って行きたいと思います。本日は
どうもありがとうございます。

金城榮秀名誉会長のスピーチ

乾杯の音頭　松川清康先生

謝辞を述べる　宮城朝光会長

菅野貫司先生のスピーチ

会場の乾杯の瞬間
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役　員　歴

沖縄県土地家屋調査士会

　平成５年～平成７年　常任理事（厚生・公共部長）

　平成７年～平成11年　常任理事（経理部長）

　平成19年　沖縄県土地家屋調査士会会長に就任

　　　　　　現在に至る

　平成23年　九州ブロック協議会会長就任

　

社団法人沖縄県公共嘱託登記土地家屋調査士協会

 　平成３年～平成７年　副理事長（経理部長）

 　平成７年～平成10年　副理事長（総務・経理担当）

 　平成10年～平成16年　理事長を務める。

表　彰　歴

 　平成６年　沖縄県土地家屋調査士会会長表彰

 　平成12年　九州ブロック協議会会長表彰

 　平成21年　日本土地家屋調査士会連合会会長表彰

 　平成22年　那覇地方法務局長表彰

 　平成24年　６月19日　 法務大臣表彰

宮城会長を囲んでの写真

閉会の挨拶の神谷長秀総務部長

盛上がる会場の様子

宮城会長を囲んでの写真

宮城会長を囲んでの写真
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＊研修『事務所経営と報酬問題』

　　　　　担当：業務部・研修部

＊筆界特定とＡＤＲ

　　　　　担当：久高社会事業部長

＊日常業務についての説明と質疑応答

　　　　　担当：仲榮眞業務部長

研修内容

平成24年度　第１回業務研修会
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講師　仲眞みちよ　会員

講師　丸野隆司総括表示登記専門官

講師　伊波克之　会員

　建築と敷地等に関する質問をもとに、道

路位置指定や専用通路・２項道路・接道に

ついて等の講義

　事前に会員からの法務局への疑問・質

問・要望等をもとに回答及び説明がおこな

われ、法務局からの要望等につても回答の

書面をもとに説明がおこなわれました。

　　　日時：平成24年12月７日（金）

　　　場所：教育福祉会館　３階大ホール

　債権回収に関しては、通常訴訟の裁判手

続きの流れから、平成10年に施工された「支

払督促」、平成16年に設けられた簡易裁判

所で扱う60万円以下の金銭の支払を求める

訴えの「小額訴訟」について、時効に関し

ては、時効取得の存在理由・所有権取得時

効の要件・取得時効と登記について講義。

１．「債権回収、時効」について

　　講師　仲眞みちよ　会員

２．「建築基準法」とのかかわり

　　講師　伊波克之　会員

３．「登記事務取扱」について

　　講師　丸野隆司総括表示登記専門官

研修内容

平成24年度　第２回業務研修会
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日時：平成25年２月15日 

場所：沖縄県弁護士会館

　ある紛争事例を題材に、境界問題相談センターの構成員（運営委員、相談委員、調停委員）

の立場として、どのように相談者、調停申し立て人、調停相手方に対応するかを実践的

に行われました。

　本調停を想定して調査士２名、弁護士１名が調停員となり調停委員長は調査士が当た

り、調査士がリードして調停を進行、論点を明確にし、解決へと向かわせる実践に即し

た形で進行、途中には弁護士からの適切なアドバイスをいただきながらの調停の実演、

実演者の先生方も役者さながらの雰囲気をかもし出し、演習修了後は各班で意見集約し、

意見発表がおこなわれ、総評委員からの総評のあと質問等がおこなわれ無事に終了しま

した。

　全体研修で全会員にも研修していただきたい内容でした。

実演者　調停委員　金城榮秀（那覇支部）　仲村文宏（那覇支部）　宮里　猛（弁護士）

　　　　申 立 人　吉野　仁（南部支部）　新屋吉雄（那覇支部）

　　　　相 手 方　親泊仲孝（那覇支部）　当銘盛光（那覇支部）

ロールプレイ研修

平成24年度　第１回　ＡＤＲ研修会
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会場の様子 高良健二センター長　の挨拶

研修の進行説明の花城運営委員 意見発表の神谷総務部長

意見発表の久高社会事業部長 総評を述べる宮城会長

総評を述べる菅野先生 総評を述べる平良卓也弁護士
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日時：平成24年12月７日（金）

場所：アークボウル　　　　　

　第２回業務研修会に引き続き浦添市勢理
客のアークボウルにて、下地副会長による
ゲーム説明
競技方法：２ゲームトータルで順位を決定。
賞品授与：個人賞（１位～３位、飛び賞）
ゲーム開始の合図により、６レーンを使用
して会員・事務局（ゲーム代・貸し靴代は
無料）あわせて17名の参加による親睦ボウ
リング大会が開催されました。

ゲーム開始直後の会場の様子

ストライク・スペアで、テンションＵＰ

ゲーム終盤、スコアが気になり始めました。

親睦ボウリング大会
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　表彰式・懇親会はボウリング場内のコン
ペルームにて、宮古支部の下地和博会員の
司会のもとオードブルとおつまみ、ビール
とノンアルコールビールを頂きながら成
績発表がおこなわれました。また今回の
ボウリング大会は東日本震災義援金チャリ
ティーを兼ねて、三万千円の義援金を頂き
被災地に送る事になりました。
　また下記成績のほか、当日賞やブービー・
ブビーメーカー賞もあり参加者全員に賞品
の商品券が行き渡りました。

懇親会の様子 おつかれさま　乾杯！

個人の部　１位 個人の部　２位

団体の部　１位 小波賞

個人の部

　順位　　氏　名　 点数

　１位　比嘉　定善　296

　２位　徳森　良雄　294

　３位　佐久川紀安　288

団体の部

　１位　仲榮眞盛松

　　　　徳森　良雄

　　　　遠藤　正夫

　２位　比嘉　定善

　　　　近藤　哲司

　３位　佐久川紀安

　　　　神谷　長秀

　　　　糸数　　厚

大波賞　久高　兼一

小波賞　仲井間慎也

成　績

表彰式と懇親会
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那覇市役所首里支所会場

豊見城市役所会場 浦添市役所会場

那覇市役所仮庁舎会場

＜那覇支部＞

平成24年度土地の境界トラブル無料相談会各会場写真集

開催実施期間：平成24年11月５日（月）～９日（金）
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糸満市役所会場

与那原町コミュニティーセンター会場

沖縄市役所会場

沖縄市役所会場

＜南部支部＞

＜中部支部＞
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いちゅい具志川じんぶん館会場

いちゅい具志川じんぶん館会場

宜野湾市役所会場

北谷町役場会場

＜中部支部＞

＜宜野湾支部＞
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＜八重山支部＞

宜野座村役場会場 東村役場会場

国頭村辺土名公民館会場 本部町役場

大宜味村役場会場 恩納村コミュニティーセンター会場

石垣市役所会場 皆さん、ご協力ありがとうございました。

＜北部支部＞
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入口付近の様子です。 各種団体、相談内容によるパンフレットも
置かれていました。勿論、当会ＡＤＲも。

相談ブース内の様子です。
久高兼一　　糸数　厚　　が参加しました。

当会境界問題相談センターのポスターも掲示。 筆記用具、登記小六法もご用意されていました。

我々土地家屋調査士会は６番のブースでした。

全国一斉法務局休日相談所 県立博物館・美術館会場

平成24年９月23日（日）開催
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受付の様子

相談を受ける箇所の様子

相談会窓口の様子

　相談会の開始直後に２名の相談者がみえておりましたが、法務局職員の方が対応され

熱心に質問されておりました。

（参加土地家屋調査士　仲井間慎也　　崎浜　昇）

全国一斉法務局休日相談所(名護会場)

開催日：平成24年９月23日（日）

場　所：名護市中央公民館（名護支局会場）

時　間：10：00 ～ 16：00
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日時：平成24年12月１日（土）午後７時

場所：「那覇セントラルホテル」３階 宴会場

　当日は、支部役員の平良正人先生の司会と

久場稔彦先生の乾杯の音頭により宴会が始ま

り、料理は（寄せ鍋）又は（すき焼き）のい

ずれかを選んでの会食でしたが、事前の出席

確認より空席があり、両方の料理を頂くこと

が出来ました。

　また役員の方々が事前に準備した豪華景品

を前に会食をしながらのパターゴルフで腕比

べ・カラオケ大会で喉比べ、ビンゴゲームで

運比べとたくさんの企画に、大盛り上がりの

楽しい忘年会となりました。

　ゲームの成績と景品も紹介しておきます。

＊＊パターゴルフ＊＊

１位　島袋支部長

２位　近藤　哲司（電気ポット）

３位　久場　稔彦（帽子）

４位　下地　裕之（帽子）

５位　新垣　武史（ステンレスボトル）

＊＊カラオケ大会＊＊

１位　当銘　盛光（コーヒーメーカー）

２位　徳森　良雄（帽子）　

３位　下地　裕之（ヒーター）

４位　宜保　光明（ミキサー）

５位　金城　行男（帽子）

６位　宮城　会長（充電式電池）

＊＊ビンゴゲーム＊＊

１位　金城　榮秀（体重計）

２位　佐久川紀安（コーヒーメーカー）

３位　当銘　盛光（帽子）

　ホテル内には「りっかりっか湯」の浴場が

あり事前に支部長に予約を入れた会員は宴会

前に一年の疲れを癒してもらう企画で無料に

て温泉を利用され、２倍に楽しんでいただい

たようです。

乾杯の音頭　久場稔彦先生

司会の平良正人先生

宴会の様子

パターゴルフの様子

島袋支部長の手作りゲー

ム、黒い円には傾斜があ

り難易度順に点数が決め

てあり、真ん中の穴に入

ると加点、０点の方も多

数出ました。

貸出問合せは支部長へ

那覇支部忘年会
支部だより
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この後採点機が故障しました。 森進一のものまねで大うけでした。

パターゴルフ　２位 パターゴルフ　５位

ビンゴゲーム　１位 ビンゴゲーム　４位

カラオケ　1位 カラオケ　２位
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　会員の皆様、朝の連続テレビ小説「純と愛」見ていますか？

　いろいろテレビでも紹介される数の多くなった宮古島ですが、宮古島と大阪を舞台に

した楽しいドラマが放映されております

　そんな話題多い宮古島に南部支部の皆様が研修及び親睦を兼ねて

　６月15日（金）、16日（土）、17（日）来島しました

　15日（金）は居酒屋「珊瑚屋」にて研修会

　16日（土）はゴルフメンバーと観光メンバーに分かれ楽しんだ後、夜は前里盛治先生

の御婿さんの経営する居酒屋「五鉄」にて、盛り上がりました

　17日（日）はオーシャンリンクスゴルフ場にて昨日のリベンジ？

　夕方の飛行機にて宮古を離れました

　他の支部の皆様も宮古島へ来て下さい

んみゃーち　宮古島へ
      （いらっしゃいませ）
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　平成24年度宮古支部忘年会を支部会員、補助者、家族

を含め12月15日（土）行いました

　みんなで結束して宮古支部を盛り上げたいと思います。
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挨拶をする司法書士会支部長の金城哲志先生 挨拶をする支部長の仲井間慎也会員
緊張で顔を赤らめる。酒は一滴も飲んでません。

講義をする行政書士　比嘉宏先生

質問する松本武寿会員 講義の様子

司会進行の崎浜昇副支部長

　今回の研修は、三者合同（司法書士、調査士、行政書士）の研修会でした。

　40名くらいの参加者（補助者含む）、那覇支部１名、中部支部１名の参加がありました。

税理士さん（数名）の参加もありました。このあと、居酒屋で懇親会も行いましたが、

盛り上がったものの、肝心の、写真を撮り忘れました。すみません。

北部支部研修会の報告

研修のテーマ　農地法について(許可書、証明書、改正点等)

日時　平成25年１月31日(木)　18：00 ～ 20：00

場所　名護市産業支援センター会議室

講師　行政書士　比嘉宏先生
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県防災危機管理課、用地課との打ち合わせの様子です。

当会から宮城会長、仲榮眞業務部長、久高社会事業部長が出席

県からは右より防災危機管理課の浦崎氏、漢那課長、用地課から用地対策班の上間班長、

城間主任が御出席されました。年内に返事が出せるように検討するとのことでした。

県防災危機管理課、用地課へ災害協定についての打ち合わせ

平成24年10月10日（水）午後２時～　県庁行政棟７階会議室
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県土地対策課での打ち合わせの様子です。

県土地対策課からは手前左側より地籍管理班の金城主任技師、安里班長、与那嶺副参事が御出席。

当会からは、奥左側より宮城会長、仲榮眞業務部長、花城センター運営委員、久高社会事業部長が出席しました。内容は、土地対策

課保管の地籍図の図根点網図のスキャニングのための借用、未確定地域の当会ＡＤＲの活用、無料相談会実施のお知らせなどでした。

県土地対策課との打ち合わせ

平成24年10月10日（水）午後２時30分～　県庁行政棟５階土地対策課にて
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玉城デニー衆議院議員（写真左）と会談する政治連盟大城幸一会長（写真中央）、と

政治連盟下地裕之幹事長（写真右）

引き続き会談の様子

政治連盟だより

「国民の生活が第一」衆議院議員 玉城デニー氏ご訪問

平成24年10月19日（金）午後５時～ 沖縄県土地家屋調査士会会館会議室
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会談終了後記念撮影、左側より政治連盟久高兼一副幹事長、玉城デニー衆議院議員、

政治連盟大城幸一会長、政治連盟下地裕之幹事長（知念正樹事務局長撮影）
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週間タイムス住宅新聞 より

　「タイムス住宅新聞」において土地の境界に関する12カ月分の連載記事が平成24年10月

19日（金）発刊分からスタートしています。

　記事は久高兼一社会事業部長、比嘉定善理事、金城行男理事、おきなわ境界問題相談

センター運営委員の高良健二委員長、仲宗根善浩委員、花城康喜委員の６名により執筆

されており、ペースとしましては月一回で、第３金曜日の掲載です。

　今回は平成25年３月まで６回の掲載記事を掲載しました。

第１回　　土地取得の前にしたいことは？　・・・・・・・・・花城康喜委員

第２回　　隣人から「境界立会」を頼まれたら　・・・・・・・花城康喜委員

第３回　　境界をめぐるトラブル解決策は　・・・・・・・・・久高兼一社会事業部長

第４回　　境界上に建造物を設ける前に…　・・・・・・・・・金城行男理事

第５回　　所有地に住宅を建てたいが…　・・・・・・・・・・久高兼一社会事業部長

第６回　　里道の上に建物が建っている　・・・・・・・・・・金城行男理事
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巳年生まれおめでとうございます
平成25年の年男年女は、以下の会員です。

　　　　干　支　　　　　　　　生　年　　　　　氏　名　　　　　支　部

辛巳（かのとみ、しんし）　　昭和16年生　　嘉手川　重　要　　宜野湾支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湧　川　勇　吉　　宜野湾支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　城　幸　一　　宜野湾支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　城　栄　一　　那 覇 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉手苅　景　宏　　那 覇 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　當　銘　直　芳　　南 部 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱　元　朝　輝　　宜野湾支部

癸巳（みずのとみ、きし）　　昭和28年生　　宮　城　朝　光　　那 覇 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉　陽　宗　俊　　中 部 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比　嘉　　　靖　　宜野湾支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　當　原　章　夫　　宜野湾支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊　波　克　之　　中 部 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊　波　賢　博　　宮 古 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又　吉　　　豊　　中 部 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　嘉　治　男　　北 部 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊　盛　　　進　　南 部 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近　藤　哲　司　　那 覇 支 部

乙巳（きのとみ、いっし）　　昭和40年生　　田　場　盛　次　　南 部 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉　榮　順　一　　宜野湾支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当　銘　盛　光　　那 覇 支 部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比　嘉　直　美　　南 部 支 部

年男年女紹介
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　本年度の全国一斉表示登記無料相談会開催の新聞広告を「土地の境界トラブ

ル無料相談会」のタイトルで掲載し、相談会用のぼりも同タイトルで作成、結

果は会場の雰囲気も出て相談者の数も増え盛況に終える事が出来ました。

　わが国は、昨年９月の尖閣諸島国有化のあと深刻さが増した中国との領有権

争い、又韓国とも竹島をめぐり争い、今回の会報表紙の豊崎美らSUNビーチの

沖合いには、岡波（うかは）島があり、糸満市と豊見城市で領有を主張し合っ

ていていまだ決着はついていません。

　われわれ土地家屋調査士は、身近な個人間の延長線上にある領有権争いの境

界トラブルにはかかわる事の出来る資格です。

　日頃の業務で解決できる場合もあれば、筆界特定制度の利用、境界紛争解決

手続（ADR）による解決方法もありますが、そのためには土地家屋調査士倫理

綱領をより意識して業務に取り組み、技術と知識を向上させ、積極的に国民の

期待に応えていきましょう。

広報部長　糸　数　　　厚

編 集 後 記
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土地家屋調査士倫理綱領

１、 使命

　　不動産に係る権利の明確化を期し、 

　　　　　　　　国民の信頼に応える。 

２、 公正

　　品位を保持し、 

　　　公正な立場で誠実に業務を行う。 

３、 研鑽

　　専門分野の知識と技術の向上を図る。 

豊崎美らＳＵＮビーチ

　豊見城市に2010年５月にオープンした豊崎海浜公園内にある全長約700mの県内最大級の人工

ビーチです。

　那覇空港の南側に位置し、北風の吹く日には南から北へ空港に着陸する飛行機をビーチ内か

ら間近に見ることができます。また夕方の時間帯には那覇着の飛行機が多数あり、今回は美し

いビーチと着陸態勢の飛行機のコラボ写真を撮影してみました。

　裏面写真の奥に見える島は、瀬長島です。最近温泉つきのホテルもオープンし、「空の駅」

が島内にあるとおり、飛行機の離発着を更に近く見ることが出来ます。
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